
 



 

～講評～ 

大問１ 例年のことながら、受験生には厳しいであろうと思われる語彙表現がいくつか出題されている。消去法か

ら何とか解答にこぎつけたい。 

大問２ 不要文除去の問題は、話の流れ・文法・指示語の動きに注意して見ていけば、不要文を特定するのに無理の

ない問題だった。難易度は例年通り。 

大問３ Newcastle University の Press Office の記事 Mediterranean diet associated with decreased risk of dementia

が出典で、「地中海性の食事が認知症リスクを低減する」ことを述べる英文であった。品詞・修飾・構造に注

意して文章を構築できる能力が試されている。例年と同じ難易度であった。 

大問４ 「weaponized incompetence（無能さを装ってすべきことを避けること）の問題点とそれに直面した際の対

策」を述べる英文であった。例年と比べて、内容も理解しやすく、語彙レベルもそう高くなく、やや難しめな

語彙問題も消去法から容易に答えに辿り着くことができたので、やや易化したと言える。 

大問５ 「火事から救助された猫に血栓ができやすいという新事実の発見」に関する英文であった。英問の指示が

わかりにくいと感じられたかもしれない問題が若干数存在したが、その点を除けば、質・量ともに例年通り

と言える。 

大問６ 要約問題は、何を削ってどうまとめるかがポイントであるが、日・英どちらの要約も難しい内容は含まれ

ていないが、指定語数内にコンパクトに刈り込むのに困難をきたすものだった。 

 

大問構成・分量ともに、例年と変化がなかった。全体としては、合格には 70％程度のスコアが必要となるだろう。 

 


